
国語科の学習 

 

 

 

 

１．授業では 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

２．家庭学習では 

➀教科書の音読  ②ワークを解く ③漢字の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期的に漢字の小テストをします。 

○単元毎に振り返りをします。 

 

３．授業で準備するもの（すべてのものに記名を忘れずに） 

・教科書 ・ワーク ・単元別漢字 ・ノート ・国語辞典 ・国語便覧 

・国語のファイル（プリントをまとめておく） ・習字道具（指示があったときに） 

 

４．こんな生徒になりましょう！ 

・課題に対して自分の考えをもつ生徒 

・他の人の話をしっかり聴く生徒 

・間違いを恐れず、自分の考えをはっきり発表できる生徒 

・書くことを大切にする生徒 

・進んで読書をする生徒 

 

５．評価（成績のつけ方）について 

 「主体的に学習に取り組む態度」「知識・技能」「思考・判断・表現」の３つの観点で評価し、それをもとに５段

階で評価をします。授業や家庭学習で取り組んだ学習内容や理解の程度を、総合的に判断して評価します。 

国語は、「言葉」について勉強する教科です。文学作品や説明文の学習などを通して、自分の考えをわか

りやすく相手に伝え、相手の考えをしっかり理解する力をつけていきましょう。 

課題をとらえる 

考えをもつ 

情報を集める 協力して考えを深める 

発表する 

やヒントは文章中にあるよ。

…など。

主人公はなぜこんなこ

とをしたんだろう。 

文章にこんなことが書

いてあるよ！ 

そういう見方もあるん

だな。なるほど！！ 



〈自主学習ノートの使い方〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先輩の声 

 

 

 

 

 

 

 古文は声に出して読むこと

が大事。古文のリズムが身

につくように何回も音読し

ています。 

 ワークを繰り返し解き、登

場人物の心情を読み取れる

ようにしています。 

 漢字はとにかく繰り返し練

習することが一番。２分前学

習や空いている時間にこまめ

に練習しています。 

 文章題は文章の中に答えがあ

る場合がほとんどなので、文章

をよく読むことを心がけていま

す。 

 文法問題は理屈で覚えること

が大事。一回解き方がわかれば

それに当てはめて解けるように

なります。 

 説明的文章は序論・本論・結

論の構成を意識しながら読むと

頭に入りやすいです。筆者の主

張が読み取りやすくなります。 

例えば・・・ 

○意味調べ 

○授業で学習した

ポイントをまと

める。 

例えば・・・ 

○問題を作って解

いてみる。 

○覚えなければな

らない古文や文

法を繰り返し練

習する。 


